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GLOBAL MIND  
開智中学校・高等学校 国際交流委員会 

 

～Dartford Grammar School 来校～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 29 日（水）、英国から Dartford Grammar School が来校し、終日かけて交流を行いました。1 限目の開智ホールでの

歓迎式では、生徒会長の大下智輝君が堂々とした英語で歓迎の挨拶をしてくれました。校長先生から贈られた「一期一会」の言

葉通り、最大限の「おもてなし」で歓迎させて頂きました。今年もこのような素晴らしい交流機会がもてることに感謝し、是非

この経験を今後の生活に繋げていきましょう。 

 

【Egg Drop Contest】 
 
 
 
 
 
 

八木先生による物理実験の時間では、両校の生徒同士が協力しながら、如何に卵を割らずに着地させるか、試行錯誤しながら知

恵を出し合いました。完成後は、事務室横の 2 階から落とし、見事 3 つの作品が成功。英語で意思疎通を図りながら一つのもの

を懸命に作り上げている姿が印象的でした。 

 

【百人一首】 

 

 

 

 

 

 

 

 

DGS の生徒たちは日本語コースを専攻しているので、この百人一首の独特な読み方や日本語の発音は非常に興味深かったよ

うです。交流活動を通して、日本の文化を伝えることができる良い時間でした。 

 

【Group Discussion】 

 

 

 

 

 

 

 

【伝統文化・クラブ体験】 

 

 

 

 

 

 

[日本の伝統文化・書道体験]     [Samurai 岸本先生による剣道]       [男子バレー部と紅白戦] 

 

 

 

中等部 5 年 1 組と Group Discussion 。以下の 2 つのテーマについて、

互いの文化の違いも交えてディスカッション活動を行いました。 

Topic 1  “The pros and cons of Smart Phone” 
Topic 2  “Myself in 10 years” 

日頃学んでいる英語を実際に使って自分の意見を出し合う。英語は意思疎

通のツールであり、大切なのはその中身ということがよく分かってくれた

と思います。 

 

本年度より始まった「DGS 交流派遣プログラム」の学校代表生徒と

して、5 年 2 組松藤沙奈さんが無事、英国の交流校 Dartford 

Grammar School に到着しました。約１ヶ月間、同プログラムで  

6 月に開智に来ていた IFE 君家庭にホームステイしながら学校生活

を共にします。 

“Where there is a will, there is a way.” 

DGS 交流派遣プログラム 

 


